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平 成 ２ ２ 年 ５ 月 ７ 日
午 後 １ １ 時 ０ ０ 分
宮崎県口蹄疫防疫対策本部
宮崎県農政水産部畜産課

口蹄疫の疑似患畜の確認（３６例目～４３例目）について

１ 口蹄疫の疑似患畜の確認について

番 確認場所 経営 飼養頭数 １例目 確認の経過 ＰＣＲ
号 形態 からの 検査

位置 結果

36 児湯郡川南町 肉用牛 繁殖牛 25頭 南東約 ･5月6日農場主から宮崎家保 ２/５
例目 大字川南清水 繁殖 育成牛 2頭 7Ｋｍ へ通報 (２頭)

経営 子 牛 19頭 ･同日8時半立入
･流涎、舌の潰瘍等を確認し、

計 46頭 5頭から5検体を採材
･検体を動物衛生研究所 海外
病研究施設へ送付

37 児湯郡川南町 養豚 母 豚1,043頭 南東約 ･5月6日農場主から宮崎家保 １/３
例目 大字川南 経営 種 豚 3頭 7Ｋｍ へ通報 （１頭)

肥育豚3,024頭 ･同日9時立入
子 豚 962頭 ･鼻の水疱、蹄のび爛等を確

認し、3頭から3検体を採材
計 5,032頭 ･検体を動物衛生研究所 海外

病研究施設へ送付

38 児湯郡川南町 養豚 母 豚 541頭 南東約 ･5月6日農場主から宮崎家保 ３/３
例目 大字川南 経営 種 豚 13頭 4.5Ｋｍ へ通報 (３頭)

肥育豚2,857頭 ･同日10時立入
子 豚2,995頭 ･鼻鏡の水疱、蹄部のび爛等

を確認し、3頭から3検体を
計 6,406頭 採材

･同日15時に所見から疑似患
畜と判断し、防疫措置の準
備に着手
･検体を動物衛生研究所 海外
病研究施設へ送付

39 児湯郡川南町 養豚 子 豚1,906頭 南東約 ･5月6日農場関係者から宮崎 ３/３
例目 大字川南 経営 5Ｋｍ 家保へ通報 (３頭)

計 1,906頭 ･同日11時立入
･蹄部の水疱等を確認し、3頭
から3検体を採材
･検体を動物衛生研究所 海外
病研究施設へ送付

40 児湯郡川南町 肉用牛 繁殖牛 11頭 南東約 ･5月6日農場主から宮崎家保 ５/５
例目 大字川南 繁殖 子 牛 7頭 4.5Ｋｍ へ通報 (５頭)

経営 ･同日14時半立入
計 18頭 ･口唇や舌のび爛等を確認し、

5頭から5検体を採材
･検体を動物衛生研究所 海外
病研究施設へ送付



41 児湯郡川南町 肉用牛 繁殖牛 35頭 南東約 ･5月6日農場主から宮崎家保 ２/５
例目 大字平田 繁殖 育成牛 5頭 7Ｋｍ へ通報 (１頭)

経営 子 牛 27頭 ･同日15時立入
･口唇や舌のび爛等を確認し、

計 67頭 4頭から5検体を採材
･検体を動物衛生研究所 海外
病研究施設へ送付

42 児湯郡川南町 養豚 肥育豚 640頭 南東約 ･5月6日農場主から宮崎家保 ３/３
例目 大字川南 経営 5Ｋｍ へ通報 (３頭)

計 640頭 ･同日16時半立入
･鼻の水疱、蹄部のび爛等を
確認し、3頭から3検体を採
材
･検体を動物衛生研究所 海外
病研究施設へ送付

43 児湯郡川南町 酪農 乳牛 南東約 ･5月6日開業獣医師から宮崎 ３/３
例目 大字川南 肉用牛 搾乳牛 53頭 3.5Ｋｍ 家保へ通報 (３頭)

複合 育成牛 25頭 ･同日17時半立入
経営 黒毛和種 ･流涎、舌のび爛等を

育成牛 9頭 確認し、3頭から3検体を採
子 牛 10頭 材

･検体を動物衛生研究所 海外
計 97頭 病研究施設へ送付

２ 当面の措置

（１）確認農場及び３８例目の農場と管理者が同一の関連農場において、飼養家畜全頭の
殺処分、汚染物品の埋却、畜舎の消毒等を実施予定。

３ その他

（１）口蹄疫は、牛、豚、水牛等の偶蹄類の動物の病気であり、人に感染することはあ
りません。また、感染牛の肉が市場に出回ることはありませんが、感染動物の肉を
摂取しても人体には影響有りません。

（２）今後、報道機関には発生状況や防疫対策の進捗状況について適時情報提供に努め
ることとしますので、確認農場及びその近隣農家や防疫作業現場周辺での取材は、
本病のまん延を引き起こすおそれもあることから、厳に慎むとともに、生産者等の
関係者が根拠のない噂などにより混乱することがないよう、御協力を御願いします。

宮崎県口蹄疫防疫対策本部
問い合わせ先
宮崎県農政水産部畜産課
電話番号 ：０９８５－２６－７１３８
担当者：畜産企画担当 永住、黒木



これまでの対応状況について
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１ 状況一覧表（１例目から２０例目）

No 確認日 発生地区 経 営 形 態 規 模 現在の
()は確定日 状 況

１例目 4/20(4/23) 都農町 肉用牛繁殖経営 １６頭 防疫措置終了

２例目 4/21(5/2) 川南町 酪農・肉用牛複合 ６８頭 防疫措置終了

３例目 4/21(5/2) 川南町 肉用牛肥育経営 １１８頭 防疫措置終了

４例目 4/22(5/2) 川南町 肉用牛繁殖経営 ６４頭 防疫措置終了

５例目 4/23(5/4) 川南町 肉用牛繁殖経営 ７５頭 防疫措置終了

６例目 4/23 都農町 水牛・豚 ４４頭 防疫措置終了

７例目 4/25(5/4) 川南町 肉用牛肥育経営 ７２５頭 防疫措置終了

８例目 4/28(5/4) 川南町 肉用牛肥育経営 １，０１９頭 防疫措置終了

９例目 4/28 えびの市 肉用牛肥育経営 ２７５頭 防疫措置終了

１０例目 4/28 川南町 豚（畜試川南支場） ４８６頭 防疫措置終了

１１例目 4/29 川南町 酪農経営 ５０頭 防疫措置終了

１２例目 4/30 川南町 養豚経営 １，４２９頭 防疫措置終了

１３例目 5/1 川南町 種豚（経済連） ３，８８２頭 防疫措置終了

１４例目 5/2 川南町 養豚経営 ２９９頭 防疫措置終了

１５例目 5/2 川南町 肉用牛肥育経営 ４２４頭 防疫措置終了

１６例目 5/3 川南町 肉用牛繁殖経営 ４頭 防疫措置終了

１７例目 5/3 川南町 肉用牛繁殖経営 ３７頭 防疫措置終了

１８例目 5/4 川南町 養豚経営 １５，７４７頭 処分、埋却作業中

１９例目 5/4 川南町 養豚経営 ３，０１０頭 処分、埋却作業中

２０例目 5/4 川南町 養豚経営 ７８０頭 埋却地準備
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１ 状況一覧表（２１例目から４０例目）

No 確認日 発生地区 経 営 形 態 規 模 現在の
()は確定日 状 況

２１例目 5/5 川南町 養豚経営 ６７９頭 埋却地準備

２２例目 5/4 えびの市 養豚経営 ３２０頭 防疫措置終了

２３例目 5/5 川南町 養豚経営 ４，４３４頭 埋却地準備

２４例目 5/6 川南町 養豚経営 ６８７頭 処分、埋却作業中

２５例目 5/6 川南町 養豚経営 ４，２２１頭 埋却地準備

２６例目 5/6 川南町 養豚経営 ７６６頭 埋却地準備

２７例目 5/6 川南町 肉用牛繁殖経営 ２９頭 埋却地準備

２８例目 5/6 川南町 肉用牛繁殖経営 ３０頭 埋却地準備

２９例目 5/6 川南町 養豚経営 ３，４８８頭 埋却地準備

３０例目 5/6 川南町 肉用牛繁殖経営 ５０頭 埋却地準備

３１例目 5/6 川南町 養豚経営 ４０７頭 埋却地準備

３２例目 5/6 川南町 養豚経営 １，０１１頭 埋却地準備

３３例目 5/6 川南町 養豚経営 １４１頭 埋却地準備

３４例目 5/6 川南町 酪農経営 ７５頭 埋却地準備

３５例目 5/6 川南町 養豚経営 ２頭 埋却地準備

３６例目 5/7 川南町 肉用牛繁殖経営 ４６頭 埋却地準備

３７例目 5/7 川南町 養豚経営 ５，０３２頭 埋却地準備

３８例目 5/7 川南町 養豚経営 ６，４０６頭 埋却地準備

３９例目 5/7 川南町 養豚経営 １，９０６頭 埋却地準備

４０例目 5/7 川南町 肉用牛繁殖経営 １８頭 埋却地準備
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１ 状況一覧表（４１例目から４３例目）

No 確認日 発生地区 経 営 形 態 規 模 現在の
()は確定日 状 況

４１例目 5/7 川南町 肉用牛繁殖経営 ６７頭 埋却地準備

４２例目 5/7 川南町 養豚経営 ６４０頭 埋却地準備

４３例目 5/7 川南町 酪農・肉用牛複合 ９７頭 埋却地準備

全体集計 ： 牛 ３，３２９頭、 豚 ５５，７７５頭、 合計 ５９，１０４頭


